
 

 

 
１ 単元のデザイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノートや 

 

 

 

２ 単元の目標 
・情報と情報の関係付けの仕方や図などによる語句と語句の関係の表し方を理解し，課題解決のための 

表現に生かすことができる。                          【知識及び技能】 

・目的や意図に応じて集めた情報を分類したり関係付けたりして，伝え合う内容を検討することができ 

る。                              【思考力，判断力，表現力等】 

・資料を活用し，自分の考えが伝わるように表現を工夫することができる。 

【思考力，判断力，表現力等】                            

・言葉がもつよさを認識するとともに，工夫して思いや考えを伝え合おうとする。                             

【学びに向かう力，人間性】 

３ 単元の評価規準 
評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価規準 

①集めた複数の情報と情報の

関係付けの仕方や図などに

よる語句と語句の関係の表

し方を理解し，課題解決の

ためのプレゼンテーション

の構成や表現に生かしてい

る。 

①目的や意図に応じて集め

た情報を分類したり関係

付けたりして，伝え合う

内容を検討している。 

②資料を活用し，自分の考

えが伝わるように表現を

工夫している。 

①粘り強く，プレゼンテーシ

ョンの内容や構成を考え，

学習の見通しをもって安浦

の未来の姿について提案し

ようとしている。 

国語 第６学年１組 呉市立安浦小学校 指導者 大亀 栄子   

   単
元
名 

「やすうら未来子ども会議」で発信しよう  

（町の幸福論～コミュニティデザインを考える～）                

単元について 
○本単元は，小学校学習指導要領国語内容Ａ(１)
ア「日常生活の中から話題を決め，目的や意図
に応じて集めた情報を分類したり関係付けたり
して，伝え合う内容を検討すること」ウ「資料
を活用するなどして，自分の考えが伝わるよう
に表現を工夫すること」を受けて設定されたも
のである。 

○本教材「町の幸福論」は，事例を挙げ，図表な
どを用いて分かりやすく説明する方法やその効
果を学ぶことで，プレゼンテーションに生かし
ていくことができる教材である。 

〇提案の目的に応じて情報を関係付けて整理し，
効果的に活用し表現する力を付けることで，本
校で育成を目指す資質・能力を育むことができ
る。 

  
 
 
パフォーマンス課題について 

○本単元では，｢やすうら未来子ども会議｣に向けてプレゼンテーションで思いや考えを分かりやすく

発信するというパフォーマンス課題を設定した。地域の人に発信するという課題意識をもつことで

見通しをもった主体的な学習活動を展開することができる。また，どんな情報を集めてどのような

内容や方法で提案すればよいか思考させることで，目的に応じて情報を関係付けて整理する力や効

果的に活用し表現する力が育成されると考える。 

思考を深める指導のポイント 

○相手意識や目的意識をもたせ，自分の考えの根拠となる情報を集め，思考シートを活用しながら自

分の意見や理由に関連付けて整理させる。 

○複数の情報の中から，必要な情報を取捨選択する場面において，比較する観点を明確にし，その理

由や根拠を基に話し合わせるとともに，その効果に着目させる。 

児童の実態 

○本学級の児童は，総合的な学習等他
教科との関連を図りながら，相手や
目的に応じて，資料や体験などと結
び付けながら自分の考えを話す力を
つけてきた。しかし，活用テストに
おいて情報を比較し自分の考えをま
とめることができた児童は，５６％
であった。 

○集めた情報を比較し整理することで
，自分の考えと関連させてまとめた
り，理由と根拠を区別させて，相手
に分かりやすく説明したりする力が
十分に付いていない。 

男子 １３名  女子 １４名 

計  ２７名 



 

４ 単元計画（全１２時間） 

次 時 学習内容 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

一 １ 

 

 

 

課
題
の
設
定 

 

自分たちが住んでいる町

の課題を見付け，パフォー

マンス課題に沿った学習の

見通しを立てる。 

   

二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

情
報
の
収
集 

「町の幸福」論を読ん

で，筆者の主張からキーワ

ードとなる観点を捉える。 

 

○知①（行動観

察・ワークシ

ート） 

  

 

 

 

 

３ 事例と自分たちの町を比

較し，町の未来についての

提案を考える。 

 

  ○態①（行動観

察・ワークシ

ート） 

４ 

 

 

 教材文の事例や資料の活

用方法について分析する。 

分類する 

 

 

 

 

 

○思①（行動観

察・ワークシ

ート） 

 

 

 

５ プレゼンテーションの構

成や活用方法を理解する。 

 

○知①（行動観

察・ワークシ

ート） 

 

  

６ 

 

  整
理
・
分
析 

 提案内容に合わせて事例

を集める。 

比較する 

 

 

 

○思①（行動観

察・ワークシ

ート） 

 

７ 

 

 

提案内容と関連付けなが

ら事例の活用方法を整理す

る。 

関連付ける 

 ◎思①（行動観

察・ワークシ

ート） 

 

 

三 ８ 

・ 

９ 

 

 ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

パフォーマンス課題に取 

り組む。 

 

・構成を考え，プレゼンテ

ーションを作る。 

◎知①（行動観

察・プレゼン

テーション） 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

・伝えたいことと関連させ

た提案内容の見せ方を考

える。 

関連付ける 

 

 

 

 

 

◎思②（行動観

察・プレゼン

テーション） 

 

 

11 

 

・提案内容について効果や 

資料の効果的な使い方や

話し方を交流し，改善点

を話し合う。 

 

 

 

○思②（行動観

察・ワークシ

ート） 

 

 

（
本
時
） 

 



四 

 
総
合
的
な
学
習
の
時
間 

     実 

行 

・「やすうら未来子ども会

議」に向けて発表のリハ

ーサルを行う。 

 

・「やすうら未来子ども会

議」でプレゼンテーショ

ンを発表する。 

   

 

 

 

 

12 

 

 
振
り
返
り 

学習を振り返り，評価す

る。 

 

  ◎態①（振返り

シート） 

 

 

 

※指導に生かす評価を行う代表的な機会については「○」を，その中で特に学級全員の児童の学習状

況について総括の資料にするために記録に残す評価を行う機会には「◎」を付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本時の学習（本時７／１２） 

（１）本時の目標 

  目的や意図に応じて集めた情報を提案内容と関係付け，必要な情報を取捨選択しながら

内容や効果を検討することができる。 

                               【思考・判断・表現】 

（２）学習の流れ 

             学習活動 

（○主な発問・予想される児童の反応） 
指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

つ
か
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

考
え
る 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１ 本時の学習とパフォーマンス課題

とのつながりを確かめる。 

 

２ めあてを共有する。 

 

 

 

 

 

 

３ 事例や資料について，選んだ根拠や 

 その活用方法を各自で整理する。 

 

 

 

 

４ グループで選んだ根拠やその活用方 

 法を交流する。 

関連付ける 

○自分の提案を効果的に伝えるために，

どんな事例や資料を使うとよいでしょ

う。 

・ＡよりもＢの事例の方が，提案内容の

○○とつながっている。 

・その事例は，地域の人がイメージしに

くいから，写真等の具体的な資料を合

わせるといい。 

・Ｃの事例は，安浦の町の実態と合って 

いるのでより説得力がある。 

・具体的に成功した事例を取り上げた方

が説得力がある。 

 

 

 

 

 

 

 

・集めた資料を活用する視点をもた

せる。 

 

 

 

 

 

・提案内容との関連やその資料を活

用する効果等の視点で根拠をもた

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・提案内容とどんな関連性があるか

根拠をはっきりさせる。 

・目的や相手を意識させることで，

事例や資料の具体的な活用方法を

考えさせる。 

・よりイメージしやすいように地域

の実態との共通点に着目させる。 

・その事例を取り上げることで，説

得力を高めるどのような効果があ

るか説明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的や意図に

応じて集めた情

報を分類したり

関係付けたりし

て，伝え合う内

容を検討してい

る。 

【思・判・表】 

（ワークシート 

 分析・発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選んだ事例や資料と提案内容との関係を考え，その効果的な活用方法を

伝え合おう。 

学び合い②関連付けながら思考する 

学び合い①自分の考えをもつ 



 

６ 板書計画 

書計画     ○め  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グループで話し合ったことを全体で 

交流する。 

 

 

 

６ 本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

７ 学習の振り返りを行う。 

 

 

・適切な資料選びのポイントとその

よりよい活用方法について整理し

たことを交流させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・プレゼンテーションを作るときに

本時の学習をどうつなげるかを振

り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

  
 

   
 
 

選
ぶ
視
点 

○
提
案
内
容
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
。 

○
使
う
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。 

○
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
と
よ
い
か
。 

【
資
料
例
】 

 

説
得
力
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト 

関
連
付
け
る 

具
体
的
な
成
功
例
→
地
域
の
施
設
の
利
用 

   

地
域
と
の
共
通
点
→
自
然
と
の
共
生 

   
住
民
が
主
体
で
参
加
→
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

               

○ま 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○め
選
ん
だ
事
例
や
資
料
と
提
案
内
容
と
の
関
係
を
考
え
、

そ
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を
伝
え
合
お
う
。 

 

○ま
適
切
な
事
例
や
資
料
を
選
び
、
目
的
に
合
わ
せ
て
情

報
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
説
得
力
が
高
ま
る
。 

  

適切な事例や資料を選び，目的に合わせて情報を活用することで，より

説得力が高まる。 

学び合い③考えを広げたり深めたりする 

振
り
返
る 

深
め
る 
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